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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
キ
ミ
が
い
る
か
ら
＝
イ
ナ
イ
レ
物
語
＝

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
２
９
４
Ｏ

【
作
者
名
】

　
長
宗
我
部
（
・
∀
▼
）
氷
麗

【
あ
ら
す
じ
】

　
イ
ナ
ズ
マ
ジ
ャ
パ
ン
に
所
属
し
て
い
る
超
天
然
な
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
「
夏
野
見

す
ず
や
こ

な
つ
の
み

鈴
弥
夸
」
は
Ｆ
Ｆ
Ｉ
に
出
場
し
た
場
で
色
ん
な
人
に
出
会
い
、
そ
の
内
、
大
事

な
人
を
見
つ
け
る
と
言
う
話
。
ほ
と
ん
ど
（
９
９
．
９
％
）
妄
想
で
す
＾
∀
▼
；
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キ
ミ
が
い
る
か
ら
＝
イ
ナ
イ
レ
物
語
＝

内
容
は
イ
ナ
ズ
マ
イ
レ
ブ
ン
の
話
で
す
、
は
い
＾
＾
；

主
人
公
「
夏
野
見
鈴
弥
夸
」

な
つ
の
み
す
ず
や
こ

性
格
「
超
天
然
！
！
言
葉
が
時
々
・
・
・
変
！
」

姿
「
髪
は
ス
ト
レ
ー
ト
で
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
の
黒
髪
、
服
は
雷
門
中
の
制
服
で
リ

ボ
ン
は
黒
色
」

出
て
く
る
人
物

・
イ
ナ
ズ
マ
ジ
ャ
パ
ン
全
員
（
一
応
・
・
・
）

・
フ
ィ
デ
ィ
オ

す
、
す
く
ね
ぇ
・
・
・
ま
、
勘
弁
し
て
く
れ
よ
（
≧
∀
▼
）
ノ

鈴
弥
夸
「
こ
れ
か
ら
ヨ
ロ
シ
ク
お
願
い
い
た
し
ま
す
す
す
す
す
・
・
・
」

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
噛
み
す
ぎ
！
？
」

鈴
弥
夸
「
知
っ
て
い
ま
す
ぅ
・
・
・
」
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キ
ミ
が
い
る
か
ら
＝
イ
ナ
イ
レ
物
語
＝
（
後
書
き
）

は
い
は
～
い
！
長
宗
我
部
（
・
∀
▼
）
氷
麗
で
す
～
！
初
の
小
説
が
二
次
元
！

？
良
い
の
か
よ
・
・
・
と
思
い
つ
つ
書
き
ま
す
（
＾
∀
▼
；
）
頑
張
り
ま
す
！



4

キ
ミ
が
い
る
か
ら
＝
イ
ナ
イ
レ
物
語
＝
?

円
堂
「
皆
！
行
く
ぞ
！
Ｆ
Ｆ
Ｉ
だ
ー
！
」

皆
「
オ
ー
ッ
！
」

秋
「
楽
し
み
ね
！
ど
ん
な
戦
い
に
な
る
の
か
し
ら
？
」

鈴
弥
夸
「
鈴
弥
夸
も
楽
し
み
で
す
～
ど
ん
な
負
か
し
方
を
す
る
の
か
し
ら
～
」

春
奈
「
鈴
弥
夸
さ
ん
、
黒
い
、
黒
い
で
す
か
ら
！
」

冬
花
「
ア
ハ
ハ
・
・
・
；
」

私
の
名
前
は
夏
野
見
鈴
弥
夸
で
す
！
今
か
ら
Ｆ
Ｆ
Ｉ
の
た
め
世
界
に
羽
ば
た
い

な
つ
の
み
す
ず
や
こ

て
行
く
の
で
す
！

円
堂
「
鈴
弥
夸
・
・
・
黒
い
の
っ
て
初
め
て
じ
ゃ
ね
ぇ
か
？
；
」

こ
ち
ら
は
キ
ャ
プ
テ
ン
の
円
堂
守
君
！
サ
ッ
カ
ー
は
上
手
い
け
ど
勉
強
は
い
ま

え
ん
ど
う
ま
も
る

い
ち
・
・
・
；

豪
炎
寺
「
怖
く
な
ん
な
よ
・
・
・
？
；
」

こ
ち
ら
は
豪
炎
寺
修
也
君
！
私
に
言
わ
せ
れ
ば
ア
ナ
タ
の
ほ
う
が
・
・
・
い
え
、

ご
う
え
ん
じ
し
ゅ
う
や

な
ん
で
も
な
い
で
す
；

鈴
弥
夸
「
大
丈
夫
で
す
よ
、
怖
く
な
る
の
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
し
、
な
っ

た
ら
も
ぅ
手
の
つ
け
ら
れ
な
い
程
ら
し
い
の
で
、
怒
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
し
」

一
同
「
・
・
・
・
・
」

鈴
弥
夸
「
？
」

綱
海
「
ゴ
メ
ン
鈴
弥
夸
・
・
・
”
よ
け
い
不
安
”
に
な
っ
た
！
！
」

鈴
弥
夸
「
ハ
ゥ
ワ
ァ
！
？
そ
、
そ
う
で
す
か
～
？
？
」

秋
「
言
葉
の
使
い
方
が
・
・
・
；
」

冬
花
「
と
、
と
に
か
く
行
き
ま
し
ょ
う
＾
＾
；
」

鈴
弥
夸
「
・
・
・
・
す
、
ス
イ
マ
セ
ン
・
・
・
」

円
堂
「
よ
し
！
出
発
だ
ー
！
」

今
回
は
イ
タ
リ
ア
に
着
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
会
い
た
い
人
が
い
る
の
で
す
。

そ
れ
は
・
・
・

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
鈴
弥
夸
！
」
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鈴
弥
夸
「
フ
ィ
デ
ィ
オ
君
！
」

そ
う
、
幼
馴
染
の
フ
ィ
デ
ィ
オ
君
！
！
私
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
一
つ
で
す
！

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
良
く
来
た
ね
！
守
も
久
し
ぶ
り
だ
ね
！
」

円
堂
「
あ
ぁ
！
久
し
ぶ
り
だ
！
」

こ
れ
か
ら
個
々
で
お
き
る
事
、
試
合
の
事
、
全
て
が
楽
し
み
！

鈴
弥
夸
「
フ
ィ
デ
ィ
オ
君
、
す
ご
い
負
か
し
方
し
て
あ
げ
る
か
ら
ね
～
（
ニ
コ
」

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
鈴
弥
夸
・
・
・
黒
く
な
っ
た
ね
＾
＾
；
」

一
同
「
だ
ろ
！
？
／
で
し
ょ
！
？
／
で
す
よ
ね
！
？
」

鈴
弥
夸
「
皆
そ
こ
ま
で
言
わ
な
く
て
も
・
・
・
」

こ
れ
か
ら
お
き
る
事
を
私
達
が
知
る
暇
も
な
か
っ
た
・
・
・
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キ
ミ
が
い
る
か
ら
＝
イ
ナ
イ
レ
物
語
＝
?
（
後
書
き
）

は
い
は
～
い
！
長
宗
我
部
（
・
∀
▼
）
氷
麗
で
す
！
祝
１
話
で
す
よ
！
（
（
⊂

（
≧
∀
≦
）
⊃
）
）
ワ
ー
イ
！
こ
れ
か
ら
し
っ
っ
っ
っ
っ
っ
か
り
た
の
み
ま
す

よ
！
（
鈴
弥
夸
の
事
）

鈴
弥
夸
「
何
で
私
な
の
で
す
か
～
！
！
」

一
同
「
了
解
！
」

鈴
弥
夸
「
皆
さ
ん
～
？
？
」

一
同
「
す
、
す
み
ま
せ
ん
・
・
・
；
」
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キ
ミ
が
い
る
か
ら
＝
イ
ナ
イ
レ
物
語
＝
?

ワ
イ
ワ
イ
・
・
・

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
・
・
・
・
・
」

円
堂
「
ど
う
し
た
ん
だ
？
フ
ィ
デ
ィ
オ
？
」

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
ホ
ン
ト
に
ア
イ
ツ
鈴
弥
夸
？
」

円
堂
「
何
い
っ
て
ん
だ
よ
！
そ
う
に
決
ま
っ
て
ん
だ
ろ
？
」

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
だ
け
ど
・
・
・
す
ご
く
変
わ
っ
た
・
・
・
」

＝
数
年
前
＝

俺
が
日
本
に
い
た
時
、
鈴
弥
夸
と
は
マ
ダ
関
わ
り
は
な
か
っ
た
・
・
・

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
今
日
か
ら
コ
コ
に
通
う
ん
だ
・
・
・
ウ
ー
ァ
ー
・
・
・
緊
張
す

る
ー
・
・
・
」

ガ
ヤ
ガ
ヤ
・
・
・

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
？
？
」

行
っ
て
み
る
と
一
人
の
女
の
子
が
踞
っ
て
い
た
。
そ
の
周
り
に
男
の
子
数
人
が

う
ず
く
ま

い
る
・
・
・

男
の
子
「
ヤ
ー
イ
！
江
戸
時
代
娘
～
！
」

男
の
子
２
「
江
戸
時
代
娘
の
く
せ
に
コ
コ
に
居
て
良
い
の
か
よ
！
」

女
の
子
「
・
・
・
」

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
や
め
ろ
よ
！
可
哀
想
だ
ろ
！
？
」

男
の
子
「
関
係
な
い
奴
が
入
っ
て
く
ん
な
よ
！
」

男
の
子
２
「
一
旦
引
こ
う
ぜ
！
」

タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
・
・
・

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
大
丈
夫
？
」

ス
ッ
・
・
・

俺
が
手
を
伸
ば
し
た
瞬
間
・
・
・

パ
ァ
ン
ッ
！

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
？
！
」

鈴
弥
夸
「
鈴
弥
夸
、
助
け
て
な
ん
て
言
っ
て
な
い
！
！
」
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フ
ィ
デ
ィ
オ
「
・
・
・
え
？
」

あ
ぁ
、
だ
か
ら
江
戸
時
代
か
・
・
・

鈴
弥
夸
＝
《
イ
コ
ー
ル
》
江
戸
時
代

っ
て
訳
ね
・
・
・

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
鈴
弥
夸
っ
て
言
う
ん
だ
！
ヨ
ロ
シ
ク
＾
＾
俺
、
フ
ィ
デ
ィ
オ
！
」

鈴
弥
夸
「
な
ん
で
名
前
知
っ
て
る
の
！
？
」

い
ま
自
分
で
言
っ
た
じ
ゃ
ん
！

鈴
弥
夸
「
ま
、
ま
ぁ
・
・
・
一
応
ア
リ
ガ
ト
！
フ
ィ
デ
ィ
オ
・
・
・
／
／
／
」

カ
ワ
イ
イ
な
・
・
・
ツ
ン
デ
レ
か
な
？

そ
れ
か
ら
俺
達
は
良
く
一
緒
に
行
動
し
た
。
カ
ッ
プ
ル
と
か
言
う
奴
も
い
た
け

ど
俺
は
そ
れ
で
も
構
わ
な
か
っ
た
。

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
一
緒
に
帰
ろ
ー
よ
！
鈴
弥
夸
！
」

鈴
弥
夸
「
ゴ
メ
ン
♪
今
日
無
理
＾
＾
」

や
け
に
ご
機
嫌
だ
な
、
何
が
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
・
・
・

鈴
弥
夸
「
今
日
、
マ
マ
と
パ
パ
と
外
食
に
行
く
ん
だ
♪
」

へ
ぇ
・
・
・
鈴
弥
夸
の
家
っ
て
マ
マ
達
が
あ
ん
ま
り
い
な
い
ん
だ
よ
ね
・
・
・

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
そ
っ
か
♪
お
土
産
話
、
待
っ
て
る
よ
！
」

鈴
弥
夸
「
う
ん
！
」

そ
し
て
、
外
食
に
行
く
途
中
・
・
・

キ
ー
ッ
！
ド
ン
ッ
！

鈴
弥
夸
の
両
親
は
亡
く
な
っ
た
・
・
・
鈴
弥
夸
は
遠
く
の
親
戚
に
預
か
っ
て
も

ら
う
事
に
な
り
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
・

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
鈴
弥
夸
・
・
・
」

そ
の
時
、
俺
も
イ
タ
リ
ア
に
帰
る
事
に
な
っ
て
い
た
・
・
・

鈴
弥
夸
「
ゴ
メ
ン
ね
・
・
・
フ
ィ
デ
ィ
オ
」

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
何
が
？
」

鈴
弥
夸
「
お
土
産
話
・
・
・
無
し
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
・
・
・
」

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
・
・
・
」

そ
れ
か
ら
俺
達
は
、
離
れ
る
事
に
な
っ
た
・
・
・

＝
現
在
＝
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フ
ィ
デ
ィ
オ
「
そ
こ
か
ら
は
俺
は
鈴
弥
夸
が
ど
う
し
て
生
活
し
て
い
た
の
か
は

知
ら
な
い
」

円
堂
「
そ
っ
か
・
・
・
」

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
ず
い
ぶ
ん
性
格
が
変
わ
っ
て
て
一
瞬
誰
か
分
か
ら
な
か
っ
た
・
・

・
」

円
堂
「
そ
う
か
・
・
・
」

フ
ィ
デ
ィ
オ
「
俺
は
人
の
悲
し
み
が
人
の
心
を
大
き
く
変
え
た
ん
だ
と
思
う
ん

だ
」

俺
は
あ
の
時
小
さ
か
っ
た
。
守
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
け
ど
も
う
違
う
、

守
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
は
俺
が
守
る
よ
、
鈴
弥
夸
・
・
・
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キ
ミ
が
い
る
か
ら
＝
イ
ナ
イ
レ
物
語
＝
?
（
後
書
き
）

ハ
イ
ハ
～
イ
！
長
宗
我
部
（
・
∀
▼
）
氷
麗
で
～
す
！
今
回
ゎ
フ
ィ
デ
ィ
オ
と

鈴
弥
夸
の
昔
の
関
係
を
書
い
て
み
ま
し
た
！
い
や
～
ツ
ン
デ
レ
ち
ゃ
ん
は
可
愛

い
ね
～
?
長
宗
我
部
（
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
み
た
い
に
グ
イ
グ
イ
系
も
好
き
だ
け

ｄ
（
（
や
ｍ

と
、
と
に
か
く
！
次
回
も
お
楽
し
み
に
～
＾
＾
；
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

キミがいるから＝イナイレ物語＝
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